
心包 命門 三焦

有

⚫<內經> 心包는 독립된 臟器, 

三焦와 表裏

⚫明 (虞搏) <醫學正傳> 

其心包絡 實乃裹心之膜 包于心外 

故曰心包絡

⚫明 (趙獻可) <醫貫> 

心之下有心包絡 則膻中也

象如仰盂 心卽居于其中

⚫明 (張景岳) <類經附翼> 

心包者 少陰君主之護衛也

心包絡爲君主之外衛 猶夫帝闕之重城

cf) 心包命門說 (命門心包絡設)

金 (劉完素), 明 (李梴), 

朝鮮 (李圭晙)

⚫<靈樞> 命門者 目也 / <素問> 七節之旁 中有小心 (후대 兩腎之間說)

⚫隋 (楊上善) <黃帝內經太素> ①~⑤ 포괄, 學說의 始原

① 右腎爲命門說

<難經> 腎兩者 非皆腎也 其左者爲腎 右者爲命門 命門者 諸精神之所舍也 

男子以藏精 女子以系胞 其氣與神通

晉 (王叔和), 金 (劉完素), 元 (滑壽), 明 (薛己), (李梴)

② 兩腎總號爲命門說

元 (滑壽) 命門 其氣與神通 是腎之兩者 其實則一耳

明 (虞搏) <醫學正傳> 兩腎總號爲命門

   명문의 작용 - 爲眞元之根本 性命之所關

明 (張景岳) <類經附翼> 爲水火之府 爲陰陽之宅 爲精氣之海 爲生死之竇 

   命門爲元陽之根 爲水火之宅 五臟之陰氣 非此不能滋 五臟之陽氣 非此不能發

③ 兩腎之間爲命門說 

金 (劉完素) 小心命門說

明 (趙獻可) <醫貫> 立命之門 眞君眞主 小心命門說 

   (命門居兩腎各一寸五分之間) 命門爲十二經之主

明 (張景岳) <景岳全書> 命門有火候 卽元陽之謂也 卽生物之火也

明 (李時珍) <本草綱目> 

淸 (陣士鐸), (陳修園), (林佩琴), (張路玉), (黃宮繡), 

   命門은 眞火, 위치는 兩腎間

⑤ 命門爲産門精管說 (子宮命門說)

金 (李杲) <蘭室秘藏>, (李杲의 제자 王好古가 편집한) <此事難知>

明 (張景岳) 子宮命門說 (男子 精室, 女子 産門)

淸 (陳修園) <醫學實在易>

⚫<內經> 孤腑

⚫宋 (陳無擇) <三因極一病證方論> 三焦者 有脂膜如手大

⚫金 (劉完素) <素問病機氣宜保命集>

⚫明 (虞摶) <醫學正傳> 體腔 脂膜

⚫明 (章潢) <圖書編> 有脂膜如手大

⚫明 (張景岳) <類經> 中瀆之腑, 孤之腑

  속이 텅 빈 커다란 腑

⚫淸 (唐宗海) <血證論> 人身之上下內外相關之油膜也

⚫淸 (陸淵雷), (章太炎) 淋巴系統

⚫淸 (張錫純) 網油, 인체의 微循環

⚫淸 (喩嘉言) <醫門法律> 삼초란 장부조직이 아닌 기능

無

⚫<難經> 

心主與三焦爲表裏 俱有名而無形

⚫明 (孫一奎) <醫旨緖餘> 

독립된 장기가 아니다.

心包絡乃包心之脂膜 實不離乎心也 

以其質無特形 是故不得爲特臟也

④ 命門爲腎間動氣說

明 (孫一奎) <醫旨緖餘> 

非水非火 乃造化之樞紐 陰陽之根蒂 / 呼吸之門 三焦之原

⚫<難經> 心主與三焦爲表裏 俱有名而無形

⚫<中藏經> 三焦者 人之三元之氣也 其有名而無形者也

⚫唐 (孫思邈) <千金要方> 有名無形

⚫元 (滑壽) <難經本義> 蓋三焦則外有經而內無形

⚫明 (李梴) <醫學入門> 隨無形而有名

⚫淸 (張山雷) <難經滙注箋正> 有名無形

主持諸氣, 元氣之別使 등 생리기능도 부정

‘난중에 쏜 활 이천개 산에벼락치듯’


